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研究成果の概要（和文）：再認における環境的文脈依存効果は不明確であった。場所文脈については，エピソード想起
説（符号化特殊性原理とアウトシャイン原理）で説明できることを，本研究チームが実証した。本研究は，場所以外の
環境的文脈（BGM文脈, 匂い文脈，視覚文脈，ビデオ文脈）における文脈依存効果について実験した。その結果，グロ
ーバル文脈（場所，BGM，匂い，連続提示のビデオ文脈）はエピソード想起説，局所的文脈（視覚文脈，ランダム提示
のビデオ文脈）はICE理論で，概ね説明できるという結果を得た。ICE理論の実証に偏りがあること，グローバル文脈の
実証が不十分であることが今後の課題である。

研究成果の概要（英文）： The results of environmental context-dependent recognition have been ambiguous. 
We demonstrated that the ambiguity was resolved by the episodic remembering account (the encoding 
specificity and the outshining principles). The present study investigated the context-dependent 
recognition for environmental contexts other than place context: background-music, odor, visual, and 
video contexts. Broadly speaking, global contexts (place, background-music, odor, and repetitively 
presented video contexts) can be well explained by the episodic remembering account, whereas local 
contexts (various visual contexts and video contexts changing one-by-one) can be well explained by the 
ICE theory. Further issues are (1) investigations of global context-dependent recognition are not 
sufficient, and (2) demonstrations of the ICE theory are often biased.

研究分野：社会科学
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１．研究開始当初の背景 
再認における環境的文脈効果に関して，未解

決の問題点が多数存在する。 

その1つは，再認における場所文脈依存効果

に関する結果の多義性である。第２に，それまで

再生と再認の両方を，符号化特殊性原理による

説明が試みられてきた。再生については，ほと

んどの研究者が問題を見いだしていない。これ

に対して，再認は，符号化特殊性原理のみでは

十分な説明が困難である。 

  (1) 場所文脈依存再認における結果の多義

性とその解決 

1980 年代初頭までは，場所文脈依存効果は自

由再生では生じるが，再認では生じないとされ

ていた。同じ場所操作にもかかわらず，再生で

生じた文脈依存効果が再認では生じないことが，

有意味単語を用いた複数の実験で見いだされ

たのである（Godden & Baddeley, 1975, 1980; 

Smith, Glenberg, & Bjork, 1978）。ところが，その

後になって，単語の再認でも場所文脈依存効果

が生じるという報告が相次いで行われるようにな

った（Canas & Nelson, 1986; Emmerson, 1986; 

Smith, 1986）。これで，再生では生じるが，再認

では生じないという定説が崩れたかに見えた。し

かしながら，これらの研究には方法上の問題が

あるものが含まれていた。一方で，未知顔や非

単語では，文脈依存再認が生じるという報告が

多い（e.g., Dalton, 1993; Malpass & Devine, 

1981; Russo, Ward, Geurts, & Schres, 1999）。 

(2) ICE理論 

 Isarida et al. (2012）の研究が出る前に，混沌

とした文脈依存再認をよりよく説明できる

理論として，ICE理論（Item-Context-Ensemble）

が提唱された（Murnane, Phelps, & Malmberg, 

1999）。 

 符号化特殊性原理では，再認も再生と同様

に，文脈を手がかりとして過去のエピソード

を想起するという。ただし，再認では，文脈

と同時に項目手がかりも存在するので，再生

ほどには単純ではない。このため，項目手が

かりと文脈手がかりの相対的強度を問題と

するアウトシャイン原理が必要となる。 

 これに対して，ICE 理論では過去のエピソード

記憶を想起するのではなく，テスト時点での記憶

強度を反映して，yes 反応が生じるという。記憶

強度（M）は，項目強度（I），文脈強度（C），アン

サンブル（E）の関数となるという[M = f(I, C, E)]。 

 問題なのは，ICE 理論の実証面である。肝心

の場所文脈を操作した実験はまったく行ってい

ない。わずかに，単純視覚文脈（背景色，文字

色，文字の提示位置の組み合わせ）と背景絵画

文脈を用いた実証のみである。 

 さらにその実証方法にも問題が多い。(a) 旧項

目を対提示するため，対間の連合が生じ，文脈

との連合が弱まり，(b) 文脈が手がかり過負荷と

なっていると疑われる場面での実験しか行われ

ていない。文脈が手がかり過負荷を起こしてしま

うと，検索手がかりとして機能できなくなる。これ

らは，文脈が手がかりとして機能できにくい条件

といえる。これは，ICE 理論にとって有意であり，

エピソード想起説にとって不利な条件のみで実

証してきたといえる。 
 
２．研究の目的 
 (1) ICE 理論の実証の中心となっている視

覚文脈について，その問題点を示し，その問

題点を改善した上で，視覚文脈依存再認のデ

ータを集積する。 

 (2) これまでほとんど研究されてこなかっ

た匂い文脈，BGM 文脈，ビデオ文脈につい

ても，文脈依存再認の存否を調べる。 

 (3) 以上の研究の結果をもとに，エピソー

ド想起説で説明可能な条件と ICE理論で説明

可能な条件をさまざまな環境的文脈を対処

にして，実証的に分類整理を行う。 

 
３．研究の方法 
(1) 視覚文脈 

 まず ICE理論を実証してきた実験方法の問

題点を改善した実験を重ね，ICE 理論の特殊

性や非妥当性を実証的に示す。 



 ① 単純視覚文脈（simple visual context） 

単純視覚文脈は，内発的文脈（intrinsic context: 

文字の色，文字の提示位置）と外発的文脈

（extrinsic context: 背景色）の複合文脈である。

ここで，背景色文脈の結果が符号化特殊性原

理を支持する（漁田ら，2005）ことから， ICE

理論を支持する結果は，内発的文脈の要素に

よると推測できる。ここで，内発的文脈とは，

焦点情報の特性を示している。 

 そこで，焦点情報の特性（文字の色・形態，

文字の提示位置）と背景色を切り離した実験

を行う。また，内発的文脈については，文字

のフォントを操作した実験も行う。 

 ② 背景絵画文脈 項目と文脈とがアンサ

ンブルに統合されるため，再認弁別でも文脈

依存効果が生じるという予測を実証する実

験（Murnane et al., 1999）では，項目の背景に

なりやすい絵画を用いている。この実験では，

教室の黒板，大型トラックの側面，行き先表

示板など，文字表記のためのパーツを含んだ

絵画を用いている。文字の種類に関しては偶

発的かもしれないが，文字表記に関しては偶

発的とはいえない。 

 そこで，本研究は，文字表記に関して偶発

的な画像と偶発的でない画像を用いて実験

を行う。 

(2) その他の環境的文脈を用いた実験 

 場所文脈や視覚文脈以外での環境的文脈

依存再認も調べる。その他の環境的文脈とし

て，BGM文脈とビデオ文脈を調べる。 

 ① BGM文脈 これまで，文脈依存再認の

国際誌はまったく存在しない。そこで，本研

究で実施することした。 

 ② 匂い文脈 匂い文脈依存再認の研究は，

2 例存在している。１つは，顔写真の好感度

評定後の再認記憶に，匂い文脈が影響すると

いう報告である。実験参加者が男子学生，評

定対象が女子学生であり，かなり特殊な状況

での実験といえる。もう１つは，長期遅延後

の自由再生に引き続いての再認テストを調

べたものである。先行する自由再生テストの

文脈依存効果が，構造の再認テストにおける

文脈依存効果を引き起こした可能性を否定

できない。このように，先行研究には，種々

の問題が存在しており，本研究で実施するこ

ととしている。 

 ③ ビデオ文脈 ビデオ文脈は，動画と背

景音の複合文脈であり，複合場所文脈にも匹

敵する結果が得られるかもしれない。自由再

生の国際誌論文が 1例報告されているのみで

ある（Smith & Manzano, 2010）。 
 
４．研究成果 

(1) BGM文脈 

  実験参加者にとって未知の楽曲を，BGM

文脈として用いた。学習時間（2.0秒／項目 vs. 

4秒／項目）×文脈（SC vs. DC）の２要因実験参

加者間計画を用い，80名の大学生を，この 4群

にランダム配置した。連想価 90 以上のカタカナ

清音２音節綴り 40 個を，ターゲットとして 1 個ず

つコンピュータディスプレイ上に提示し，自由な

方略で学習させた。10分間の保持期間の後に，

40個のターゲットと40個のディストラクターをラン

ダム配置して再認テストを実施した。その際，学

習時と同じBGMのもとでテストする条件をSC条

件，異なるBGMのもとでテストする条件をDC条

件とした。 その結果，2 秒／項目では有意な文

脈依存再認弁別が生じたが，4秒／項目では消

失していた。この BGM 文脈の結果は，複合場

所文脈の結果と一致しており，エピソード想起仮

説を支持し，ICE理論を支持しない。 

 さらに，複合場所文脈の結果と同様に，記

銘材料の有意味性を操作した実験を行った。

学習時間を4秒／項目とし，有意味語として連

想価 90 以上の 2 音節綴り，無意味語として

連想価 36-50の 2音節綴り（林, 1976）を用い

た。BGM 文脈でも，無意味語では文脈依存

再認が生じたが，有意味語では生じなかった。 

  (2) 匂い文脈 

 学習時間（1.5秒／項目 vs. 4.0秒／項目）×

文脈（SC vs. DC）の２要因実験参加者間計画を



用い，84 名の大学生を，この 4 群にランダム配

置した。その結果，4.0 秒条件でもアウトシャ

インが生じず，有意な文脈依存再認が生じた。

匂い文脈の結果は，複合場所文脈や BGM 文

脈の結果とは異なっている。この点をさらに

解明していくことが，グローバル文脈におけ

る文脈依存再認機構の解明に有効といえる。 

  (3) 視覚文脈 

 文字色と項目提示位置の実験では，4 色と

コンピュータディスプレイの４隅のユニー

クな組み合わせで，４種類の旧文脈を作り，

意図学習させた。４分間の保持期間の後，黒

色と画面中央を組み合わせて新文脈を構成

し，再認テストを行った。その結果，Hit と

FA とにおいて同方向で同程度の文脈依存効

果が生じた。再認弁別（A'）では，Hit と FA

に文脈依存効果がキャンセルされ，文脈依存

効果が消失した。この結果は，ICE 理論を支

持している。これに対して，背景色のみの操

作では，エピソード想起説を支持する結果を

得ている（漁田・漁田・岡本, 2005; 漁田・尾

関, 2005）。このことから，単純視覚文脈（背

景色，文字色，項目提示位置の組み合わせ）

の実験結果が ICE 理論を実証している

（ Dougal & Rottelp, 1999; Hockley, 2008; 

Murnane & Phelps, 1993, 1994, 1995; Murnane 

et al., 1999）のは，文字色と文字の提示位置に

よるといえる。文字色や文字の提示位置は，

背景文脈とはいえず，内的文脈（ intrinsic 

context）と呼ぶ方が適切である。このように，

ICE 理論の説明範囲は，非常に限定されている

といえよう。 

 次に，背景写真文脈の実験を行った。学習

時間を 4秒とし，手がかり負荷を１と６とし

た。その際，手がかり負荷６では同じ背景写

真を連続提示した。その結果，手がかり負荷

1では，Hit，FA，CRSのすべてで有意な文脈

依存再認が生じたが，負荷６ではすべてで生

じなかった。そこで，ビデオ文脈と同様に，

提示速度を１／３に変更したが，やはり文脈

依存再認が生じなかった。この結果は，背景

写真は連続提示すると，文脈手がかりとして

機能しなくなることを示している。これは背

景写真（Isarida & Isarida, 2007）と同様の結果

であり，背景色や背景写真などの視覚文脈は，

局所的文脈としてのみ機能することを意味

している。 

 (4) ビデオ文脈 

 手がかり負荷（1 つの文脈で提示される項

目数）が 1, 6, 18の条件を用いた。学習時間

（＝1 ビデオクリップの長さ）を 4.0 秒とし

た。手がかり負荷が 6 と 18 の条件では，同

じビデオを連続提示した。その結果，手がか

り負荷 1条件は ICE理論，手がかり負荷 6で

はエピソード想起説を支持する結果を得た。

これに対して，手がかり負荷 18 条件では，

Hit，FA， CRSのすべてで文脈依存効果が生

じなかった。この結果は，ICE 理論の説明に

合致しない。ICE理論では，Hitと FAの文脈

依存記憶が相殺されて，再認弁別の文脈依存

効果が消えると予測する。これに対して，エ

ピソード想起説では，文脈依存効果がアウト

シャインされると，Hit，FA，CRS のすべて

で文脈依存効果が消失する。そこで，4 秒間

のビデオで３項目を連続提示することで，学

習時間を１／３に短縮した。その結果，Hit

と再認弁別で文脈依存効果が生じた。この結

果は，エピソード想起説を支持している。さ

らに，同種のビデオ文脈を 6回以上連続提示

すると，グローバル文脈として機能すること

を示している。 

 

 (5) まとめ 

 環境的文脈は，学習環境全体を取り囲む包

括文脈（ambient context）とコンピュータ環境

の人工文脈（artificial context）に分類可能で

ある。包括文脈は，学習項目全体を取り込む

ため，グローバル文脈として機能する。この

ような包括文脈には，場所，匂い，BGM な

どがある。これまで実験を重ねてきた結果，



このような包括文脈は，エピソード想起説に

よってよく説明できる。残念ながら，匂い文

脈の研究は完成していない。この研究課題に

続いて採択された課題（平成 28 年－30 年課

題番号 16K04422）で完成させる予定である。 
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